
「元気で明るい自分たちの浮金小学校を創りましょう。」と第１学期の始業式で子ど
もたちに投げかけました。勿論、子どもたちだけが頑張るのではなく、我々教職員もそ
うするために努めてきました。いくつか振り返ってみると、運動会や高柴山遠足、５･
６年生の宿泊活動など、大きな行事全てが天候に恵まれ、本校の特色である縦割り班活
動が存分に生かされ充実した活動ができました。昨年度から実施している小小交流や見
学交流も予定通り行われ、子どもたちは新たな友達を増やすことができています。この
ように大きな事故無く過ごせましたのも保護者･地域の皆様のご協力の賜と心より感謝申
し上げます。しかし、まだまだ学校創りは十分ではないと感じていますので、課題を明らかにし、教職員一
丸となって２学期の教育活動に取り組んでいき、子どもたちの「元気で明るい自分たちの浮金小学校創り」
のさらなる実現を目指したいと考えています。

さて、いよいよ明日から子どもたちが待ちに待っていた夏休みが始まります。子どもたちにとって有意義
な夏休みとなるよう学習･生活･安全について指導してきましたが、ご家庭でも配付されたプリントを基にお
子さんにお話しくださるようお願いいたします。

見守り隊の皆さん 「ありがとうございます」
そして 「おめでとうございます」

浮金子ども見守り隊の功績が認められ、ニッセイ財団「生き生きシニア活
動顕彰」として表彰されることになり、７月１７日、福島県庁内にて贈呈
式が行われました。見守り隊の皆様の日々の活動には、頭が下がると共
に、感謝の思いで一杯です。今後ともよろしくお願いいたします。

給食試食会・授業参観・危険箇所点検を実施！！ ７月５日（金）
給食試食 授業参観・学年懇談の

会には３０ 後、危険箇所点検を行い、
名の保護者 危険箇所の現状と表示の
の参加があ 確認をしていただきまし
りました。 た。本日配付しました「浮
多目的ホー 金地区危険箇所マップ」
ルにランチ を見ながら、お子さんと
ルームを設 一緒にご確認ください。
置して実施 PTA 本部役員と補導厚生
しました。 部の役員のみなさん、ありがとうございました。
＜保護者の声＞

学校評価のご提出ありがとうございました
１学期の学校運営状況について保護者の皆様の評価をいただき、現在、集計と考察を

しているところです。記述欄のご意見も読ませていただくと、急ぎ改善が必要なところ
もあります。貴重なご意見をありがとうございました。２学期末の学校評価ではポイン
トが上がるよう改善策を講じ努めていきます。

なお、今回の結果及び考察については、夏休み明けに文書で示したいと思います。
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給食と同じよう
な味の濃さで家
でも作るように
しようと思いま
す。

いつも美味し
い給食を子ど
もたちにあり
がとうござい
ます。

バランスも見た目
も食欲が増加する
様な給食でした。

家では進んで野
菜を食べないの
で、給食でたく
さん食べていて
感心しました。

箸の使い方が
教えても上手
にならず悩ん
でいます。

切り干し大根の炒め
物の残りが多く驚き
ました。家庭でも、
切り干し大根を使っ
た料理を工夫したい
と思います。

中学生のお兄ちゃん
と、「今日の給食の
○○、美味しかった
ね。」と話している
のをよく耳にしま
す。毎日の美味しい
給食に感謝です。

家庭の汁物との味の濃
さがだいぶ違いまし
た。

子どもたちが毎日楽しみにして
います。

鯖の味噌煮とごま
和えが、特に美味
しかったです。

浮金小だより



先日、４月に行われた“ふくしま学力調査”の さて、A の話の続きです。子どもたちはノート
本校の結果が届きました。この調査は、福島県教 のマス目に沿って横に直線を引いています。辺 BC
育委員会が「個人の学力の伸びが分かる」ように にほぼ平行な直線が簡単に引けてしまいます。だ
と、今年度より始めた調査で、中学校まで継続し から頂点 A から真横に引く直線は「ふつうに引い
て実施するものです。小学校では４学年から６学 た」となってしまいます。「頂点 A からは、いく
年の子どもたちが、国語・算数・質問紙調査に取 らでもふつうの直線が引けるよ。」と指摘し、何
り組みました。今年度は１年目なので、個人の１ 本もかくと「ふつう」という表現ではだめなこと
年間の伸びは分かりませんが、本校の大きな弱点 に気付きます。授業の初めに、既に習っている平
の一つが見えてきました。表現力です。頭では何 行四辺形の性質について復習したことに立ち返り、
となく分かっているけど、どう言葉にしていいの やっと「頂点 A から辺 BC に平行な直線を引く。」
か、どう習ったことを使えばいいのか分からない という表現が出てきました。子どもたちもなるほ
ようです。今後の授業の中で、強化していかなけ どと納得です。
ればならないポイントです。

今度は B の話です。一緒
話が変わりますが、最近子どもの「ふつう」と にブランコで遊んでいた子

いう表現が気になります。２つ紹介しますので一 に聞いてみると、○○くん
緒に考えてみましょう。さて、子どもが使う「ふ は、ブランコをこいでる途
つう」とは、どういうことでしょうか？ 中、帽子が落ちそうになっ

て手でおさえたときに墜ちてしまったことが分か
１つ目：A りました。片手でブランコをこいでいてバランス

５学年算数科の「合同な平行四辺形をかこう」 を崩したということです。子どもには、自分の体
の授業の１コマです。平行四辺形は１本の対角線 の動きをイメージ（映像化）することが苦手な子
を引くと２つの合同な三角形でできていることが がいます。そうした子にとっては説明するのが難
分かります。子どもたちは、習った“合同な三角 しく、何となく「ふつう」という表現で片付けて
形のかき方”で△ ABC をあっという間に正確に しまいます。私が「ふつうに乗っていて墜ちてし
かきます。あと頂点 D の位置が決まれば合同な平 まうブランコは危ないから使用禁止だね。」と言
行四辺形の完成ですが、子どもたちは頂点 A から うと、○○くんは必死に状況の説明を始めました。
適当に直線を引き始 今度は気をつけましょうね。
めます。(よく見ると
辺 BC に平行にも見 本校の大きな課
えます。何となく意 題の一つが、言葉
識はしているようで による表現力です。
すが…。） 授業の中での指導
そして、先生が「頂点 A からどんな直線を引けば も大切ですが、学
いいのかな？」と問うと、「ふつうに直線を引けば 校生活のあらゆる
いいんです。」と。もう一人も「どうやってと聞かれ 場面で指導する機
ても、ふつうに引いたんです。」と。 会はたくさんあり

ます。「話したいな、書きたいな」という状況や、
２つ目：B 「話さなくてはならない、書かなくてはならない」

ある日の昼休みのことです。保健室をのぞいて という状況を意図的に作って、子どもたちの表現
みると、ブランコが大好きな○○くんが手当てを 力を伸ばしていこうと思います。勿論、家庭でも
してもらっていました。肘などに擦り傷が見られ ですよ。家庭の中にも、たくさん表現する機会が
ます。どうやらブランコで遊んで あります。いや機会を作らなければなりません。
いて墜ちてしまったようです。○ お子さんが安易に「ふつう」と表現したときがチ
○くんに、「どんな乗り方をして ャンスです。是非、お子さんと楽しみながら表現
いたの？」と聞くと、「ふつうに乗 力を鍛えてみてください。
っていました。」と。ふつうに乗っ
ていて墜ちてしまうブランコとは…。 それでは、楽しい夏休みを！！

ふくしま学力調査
子どもたちが自分の実力を知り、どれだけ自分が伸びたかを実感し、自信を深め、意欲を高め、

さらに学力を伸ばすために２０１９年４月から福島県教育委員会が実施するものです。教科に関
する調査は、問題の難易度を考慮に入れて学力を測定し、小学校４年生から中学校２年生を対象
に実施することで、学力の伸びを継続して把握することができる調査設計をしています。
○ 学力の伸びは２０２０年度以降の調査から見ることができるようになります。
○ 調査項目は、国語、算数・数学、質問紙調査の３項目です。

校長室より
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